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ジャパンカップ、鶴カントリーの上りを行くメイン集団
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2007 JAPAN CUP CYCLE ROAD RACE

〔男子オープンレース〕
　第16 回ジャパンカップのオープン
レースが行われる初日は、台風 20 号
の接近の影響であいにくの雨に見舞
われた。男子レースは1周目から激し
いアタックの応酬が繰り返されたが、
なかなか決まらない。混戦模様の中3
周目の古賀志林道で平塚吉光（スミタ
ラバネロ）がアタック、斉藤祥太（ミサ
カレーシング）が反応して2人は集団
に20 秒の差をつける。更に12km地
点（射撃場）までに相川将（ブリヂスト
ン）と村上純平（鹿屋体育大）が2人に
追いつき、4人の先頭集団が形成され
た。この時点で集団との差は45 秒。
しかしながら序盤も激しく動いていた
村上は、鶴C.Cの登りで脱落し先頭集
団は3名となる。
　更に浅野和成（ラバネロ）が集団か
らエスケープし、5周目の古賀志林道
で前に追いつき再び先頭集団は4人
へ。K/M（山頂）でのメイン集団との
差はそのまま45 秒、これが 5周終了
時には1分 8 秒まで開き最終周回を
迎えた。
　最後の古賀志林道で浅野がアタッ

ク、相川に12秒の差をつけてK/Mを
通過した。ところが下りで浅野が落
車。再び走り出すも登りで奪ったリー
ドを失い、相川に追いつかれる。浅野
は相川を振り切ろうと小アタックを繰
り返すが、相川はぴたりとマーク。こう
なると浅野にとって苦しい展開。ゴー
ルスプリントを早めに仕掛けた相川を

浅野は追う足が無く、5 秒差で相川が
優勝した。平塚と斉藤は最後に集団
に飲み込まれそれぞれ16 位と20 位。
3位は集団でのゴールスプリントを制
した福田真平（法政大）。4位に前半
積極的に動いていた村上が入り将来性
を感じさせた。

見事優勝を勝ち取ったManuele MORI

土曜日のオープン男子、浅野を振り切りフィニッシュする相川
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〔女子オープンレース〕
　 女 子 は ス タ ー ト 直 後、沖 美 穂

（JPCA）がいきなりアタックを仕掛け、
萩原麻由子（鹿屋体育大）、真下正美

（神奈川）、西加南子（センチュリー）、
針谷千紗子（作新学院高）の5人に先
頭集団が絞られてしまう。2周目の古
賀志林道で萩原、西、針谷の3人が脱
落し、沖と真下のマッチレースの様相
を見せる。K/Mで先頭2人と後続3人
との差は20秒。
　だが昨年このレースでの連勝を止
められた沖は、なおも攻撃の手を緩
めない。下りでも真下との差を広げ、
6km地点（県道）で13 秒のリードを
奪う。最終周回へ入るS/F地点で沖
と真下との差は19 秒。最終のK/M
も20秒の差を保ったまま沖が先頭で
通過し、ほぼ勝負は決した。ゴール直
前の右コーナーを沖は万感の笑顔で
クリアし、喜びを全身で表現しながら
ジャパンカップ女子オープンレースの

タイトルを奪回した。昨年優勝の萩原
は3分9秒遅れの3位に終わる。萩原
は今年半ば負傷のため満足な練習が
できず、それが結果に影響したのかも
しれない。だがたとえ万全だったとし
ても、終始積極的だったこの日の沖に
勝つのは容易なことではなかっただろ
う。来年も激しい女子のレースを期待
したい。

〔ジャパンカップサイクルロードレース〕
　今年のジャパンカップに参加した
UCIプロツアーチームはおなじみのサ
ウニエルデュバル・プロディール（スペ
イン）、ランプレ・ファンディタル（イタリ
ア）に加え初参加であるゲロルシュタ
イナー（ドイツ）の3チーム。加えてプ
ロコンチネンタルチームのドラパック・
ポルシェ（オーストラリア）が海外から
のプロチーム遠征組だ。この中には独
チャンピオンのファビアン・ウェーグマ
ン（ゲロルシュタイナー）、豪チャンピ

オンのダレン・ラプトーン（ドラパック・
ポルシェ）が含まれる。日本チャンピ
オンの新城幸也（NIPPO梅丹）を加え
て、ナショナルチャンピオンジャージを
着用する選手が 3人そろった。日本ナ
ショナルチームの5 名はブリヂストン
の飯島誠と畑中勇介、大学生の内間康
平、村出真一郎、十時正嗣で、リーダー
格の飯島以外はU23という布陣を組
んできた。経験を積ませるという意味
でこういう構成もアリだろう。
　台風一過、快晴の下午前10時にレー
スがスタート。1周目に畑中、廣瀬佳
正（スキル・シマノ）、スチュワート・ショ
ウ（ドラパック・ポルシェ）、福島康司、
清水都貴（共にNIPPO・梅丹）の5名
の逃げグループが形成され、1周目を
終えた時点でメイン集団に1分28 秒
の差をつける。1周目のラップタイム
は22分32秒。メイン集団は主にサウ
ニエルデュバル、ランプレのプロチーム
勢によりコントロールされ、逃げグルー
プとの差は2分10秒から2分30秒の
間で推移する。逃げ集団が5名と少な
く、レースが完全にメイン集団のコント
ロール下にあることは明らかであった。
　 3周目の山岳賞は一瞬の隙を突い
てアタックを仕掛けたショウが獲得。
6周目の山岳賞は他の選手を諦めさせ
るため早めに仕掛けたという廣瀬が、
地元宇都宮のファンの大歓声の中獲
得する。この2回目の山岳ポイントを
通過した頃から、徐々にメイン集団が
前との差を詰め始めた。
　 9周目の山岳賞もショウが畑中との
激しい競り合いを制して獲得。それで
もメイン集団との差は1分25 秒まで
縮まっていた。その周の鶴 C.Cの登

オープン女子、スタート前の沖

オープン女子、鶴カントリーの上りを独走する沖

ジャパンカップ、9周の間逃げた、日本人４名を含む５名のトップ集団
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りで逃げグループから福島、次いで畑
中と清水が脱落し、9周完了時でショ
ウと廣瀬の2名とメイン集団との差は
48秒となる。10周目の古賀志林道で
集団は先行する選手を一気に吸収、下
りで14 名の先頭集団が形成され、更
に11名の第2 集団が形成される。こ
の2つの集団は10km（多気）過ぎで
25名の大集団となり、いよいよ優勝争
いの幕が切って落とされた。
　最終周回の古賀志林道で飛び出
したのは、昨年の覇者リカルド・リッコ

（サウニエルデュバル）。K/Mで2位
のウェーグマンに7 秒の差をつける。
リッコの実力を持ってすれば優勝はほ
ぼ確実と思われたが、なんと下りに入っ
てまさかの落車。前日の男子オープン
レースの再現となる珍しい事態だ。再
び走り出すが自転車にもダメージを
負っており万事休す。サポートカーを
待つため自転車を降りてしまった。
　ラスト4kmで先頭はウェーグマン、
マヌエーレ・モーリとホエズス・デル
ネーロモンテスのサウニエルデュバル
2名、フランチェスコ・ガバッティ（ラン

プレ）、新城の5 名。その中からモー
リがアタックしてそのまま逃げ切り優
勝。リッコの手からこぼれた栄冠をサ
ウニエルデュバルに守った。リッコと
のダブルエースの面目躍如といったと
ころか。
　だがゴールタイムはおよそ4時間10
分で4 時間を切った昨年に比べ11分
以上も遅く、これは平均して1分以上
ラップタイムが遅かったということに
なる。出走75 名中完走58 名と完走
率も高く、主要チームはメンバー全員
がフィニッシュしている。すなわち今
回は完全にメイン集団の思惑通りに
レースが進行していたという事だ。と
なれば逃げグループ5名の中に2名も
送り込んでいたNIPPOの作戦は疑問
で、早い段階で1人下げるという戦略
もあったはずだ。
　NIPPOのエース・新城は表彰台の可
能性もあったが惜しくも5位。最終
局面で新城をサポートするメンバー
がいればと悔やまれる。日本人選手
の表彰台獲得は今年もかなわなかっ
た。これまで16回、延べ48人がジャ

パンカップの
表彰台に立っ
て い る が、日
本人選手はい
ま だ '97 年 に
優勝した阿部
良之しかいな
い。ジャパン
カップで日本
人が表彰台に
立つ姿を期待
し て い る し、
実際そのチャ
ンスが無いわ
けではないだ
ろう。
　表彰台での
自 動 車 レ ー
スで見られる
ようなシャン
ペンファイト
は 華 や か で
あった。この
表彰式にイタ
リア国歌が流
れればさらに
重みが増した
ろう。
（村田隆宣）

［競技結果］
2007ｼﾞｬﾊﾟﾝｶｯﾌﾟ･ｻｲｸﾙﾛｰﾄ゙ ﾚｰｽ

（2007/10/27-28 栃木・宇都宮）
　	 個人ﾛｰﾄ゙ ﾚｰｽ（151.3km）UCI1.1
1	 MORI Manuele	 ITA	 SDV	4:09:58
2	 WEGMANN Fabian	 GER	GST	4:10:04
3	 GAVAZZI Francesc	 ITA	 LAM	4:10:04

4	 DEL NERO MONTES Jesus	 ESP	 SDV	4:10:04
5	 新城　幸也	 JPN	 NIP 	4:10:05
6	 BERTOGLIATI Rubens	SUI	 SDV	4:10:05
7	 西谷　泰治	 JPN	 AIS	 4:10:05
8	 MARZANO Marco	ITA	 LAM	4:10:13
9	 土井　雪広	 JPN	 SKS	4:10:23
10	 宮沢　崇史	 JPN	 NIP	 4:10:58

	 ｵ ﾌーﾟﾝ男子（80.8km）	
1	 相川　　将	 埼　玉	 2:16:17
2	 浅野　和成	 神奈川	 2:16:22
3	 福田　真平	 神奈川	 2:16:55

4	 村上　純平	 山　形	 2:16:55
5	 森山　大知	 神奈川	 2:16:55
6	 伊勢　直人	 大　阪	 2:16:55
7	 伊丹　健治	 群　馬	 2:16:55
8	 片山　和正	 岡　山	 2:16:55
9	 小室　雅成	 埼　玉	 2:16:55
10	 山根　理史	 島　根	 2:16:55
				   	 ｵ ﾌーﾟﾝ女子（42.3km）	
1	 沖　　美穂	 JPCA	 1:19:34
2	 真下　正美	 神奈川	 1:20:02
3	 萩原麻由子	 群　馬	 1:22:43

4	 西　加南子	 千　葉	 1:22:55
5	 山島　由香	 大　阪	 1:24:04
6	 針谷千紗子	 栃　木	 1:25:39

山頂、大勢の観客の前を行くメイン集団
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トラック・ナショナルチームトラック・ナショナルチームトラック・ナショナルチーム

エリート女子《トラック短距離》（1 名） 《トラック中距離》（1 名）

伏見　俊昭  31 歳
 JPCA・JPCU 福島

渡邉　一成  24 歳
JPCA・JPCU 福島

永井　清史  24 歳
JPCA・JPCU 岐阜

北津留　翼  22 歳
JPCA・JPCU 福岡

倉野隆太郎  23 歳
JPCA・JPCU 愛知

飯島　　誠  36 歳
JPCA・チームブリヂストン・アンカー

盛　　一大  25 歳
愛知・愛三工業レーシング

角　令央奈  20 歳
兵庫・鹿屋体育大学

佃　　咲江  21 歳
北海道・北海商科大学

和田見里美  20 歳
鳥取・中京大学

エリート男子《トラック短距離》（４名）

　《トラック中距離》（４名）

トラック・ナショナルチームの編成について、下記の通り決定しました。
2007年10月23日発表

JCF トラック・エリート強化指定選手
<2007 〜 08 トラック短距離 > 14 名　　金子　貴志（JPCA・愛知）・稲垣　裕之（JPCA・京都）
　松岡　健介（JPCA・兵庫）・成田　和也（JPCA・福島）・長塚　智広（JPCA・茨城）・井上　昌己（JPCA・長崎）
　中川誠一郎（JPCA・熊本）・矢口啓一郎（JPCA・群馬）・大森　慶一（JPCA・北海道）・及川　裕奨（JPCA・岩手）
　石橋慎太郎（JPCA・静岡）・佐藤　友和（JPCA・岩手）・新田　祐大（JPCA・福島）・田中　晴基（JPCA・千葉）
<2007 〜 08 トラック中長距離 > 5 名　　根本　哲吏（秋田・明治大学）・小豆畑郁也（福島・日本大学）
　太田　貴明（京都・京都産業大学）・川西　貴之（岐阜・日本大学）・兼平　　純（岩手・日本大学）
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［競技結果］
第23回全日本BMX 選手権大会

（2007/11/04 大阪・堺）
	 男子ｴﾘｰﾄ		
1	 黒田　　淳	 神奈川	MX/HARO
2	 三浦　　進	 大阪	ﾌﾞﾘﾁﾞｽﾄﾝ･ｱﾝｶｰ
3	 藤沢　雄一	 岡山	RED LINE
4	 塚原　睦人	 愛知	Groovy Factry
5	 土井　　昭	 大阪	DIA-TECH products
6	 高山　一成	 埼玉	MXﾏﾝｸﾞｰｽ/AST

	 女子ｴﾘｰﾄ		
1	 飯端　美樹	 大阪	STAATS JAPAN
2	 佐藤　　詩	 大阪	大阪
3	 三輪　郁佳	 広島	FREE AGENT･ﾊｸﾜ
4	 阪口　貴美	 大阪	大阪

	 男子ｼ ｭ゙ﾆｱ		
1	 古性　優作	 大阪	un authrized products
2	 三瓶　将廣	 神奈川	RED LINE
3	 山本　巨樹	 大阪	FREE AGENT
4	 菊池　　雄	 東京	Free Agent
5	 松下　　巽	 神奈川	GT/FLY RACING
6	 高山祐次郎	 埼玉	MXﾚｯﾄﾞﾏﾝ/AST

第23回全日本BMX選手権大会

　去る11月4日、好天の大阪府堺市大
泉緑地公園内サイクルどろんこ広場に
おいて、第23回全日本BMX選手権大
会が開催された。
　来年の北京オリンピックの正式種目
に決定していることもあり、多くの観
客が詰めかける中、5〜6歳から40歳
オーバーのクラスまで幅広い年齢層の
選手が日頃の成果を発揮した。

男子エリートの勝者 黒田

女子エリートの勝者 飯端

男子ジュニアの勝者 古性
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第13回日韓対抗学生自転車競技大会
日本チーム、辛くも優勝

［競技結果］
第13回日韓対抗学生自転車競技大会

（2007/10/31 大韓民国・光明ｽｰﾊﾟー ﾄ゙ ｰﾑ）
	 大学男子ｽﾌﾟﾘﾝﾄ	 	
1	 城　　幸弘	 日本大学	
2	 土屋　壮登	 順天堂大学	
3	 KWON NAM KYU 	 KOR	

	 高校男子ｽﾌﾟﾘﾝﾄ	 	
1	 LEE EU DDEUM 	 KOR	
2	 佐々木　海	 仙台商業高校	
3	 田口　泰生	 岐阜第一高校	

	 女子ｽﾌﾟﾘﾝﾄ	 	
1	 KIM BO HYE	 KOR	
2	 石井　寛子	 明治大学

　親善大会時代から通算して第１３回
目の開催となる「日韓対抗学生自転車
競技大会」が２００７年１０月３１日に
大韓民国京畿道光明市・光明スーパー
ドームで開催された。
　光明スーパードームはソウル郊外に
立地する周長333m・アスファルト舗装
の新設屋内競輪場である。週末は競
輪の開催があるため、水曜日の大会実
施となった。
　大学男子、高校男子、女子（大学・高
校混成）の３カテゴリ各４名づつ、一国
１２名の選手団と４名のオフィシャル
からなるチームにより、１日のみの開
催のなかで７種目を競うスタミナの要
求される大会である。
　大会序盤、個人追抜競走では韓国勢
が金メダルを独占し好調なスタートを
見せたが、中盤以降は日本が団体種目
で優勢にたち、総合得点で１，２点差の

拮抗状態が続き、最後のポイントレー
スで総合優勝が決まる展開となった。
結果的に７６対７４で日本チームが辛
くも優勝した。
　同大会は次回、2008 年に日本での
開催が予定されている。　　（松倉）

3	 LEE EUN JI 	 KOR	
4	 沼部早紀子	 順天堂大学	

	 大学男子1kmﾀｲﾑﾄﾗｲｱﾙ	 	
1	 土屋　壮登	 順天堂大学	 1:08.359
2	 城　　幸弘	 日本大学	 1:08.559
3	 SON JUN HO 	 KOR	 1:10.303

	 高校男子1kmﾀｲﾑﾄﾗｲｱﾙ	 	
1	 山下　一輝	 誠英高校	 1:10.354
2	 LEE GI HAN	 KOR	 1:10.452
3	 LEE EU DDEUM	 KOR	 1:11.002
4	 近藤　龍徳	 岐阜第一高校	 1:12.761

	 女子500mﾀｲﾑﾄﾗｲｱﾙ	 	
1	 LEE HYE JIN	 KOR	 37.670
2	 KIM BO HYE	 KOR	 38.013
3	 沼部早紀子	 順天堂大学	 38.337
4	 松本　世良	 倉吉東高校	 39.429

	 大学男子4km個人追抜競走	
1	 LEE GI SEOK 	 KOR	 4:55.502
2	 穂刈　大地	 法政大学	 5:03.328

	 高校男子3km個人追抜競走	
1	 CHOI HYUNG MIN 	 KOR	 3:40.285
2	 山下　一輝	 誠英高校	 3:41.239

	 女子2km個人追抜競走	 	
1	 NA AH REUM	 KOR	 2:37.175
2	 柁原　　彩	 千原台高校	 2:48.845

	 大学＋高校 男子ｹｲﾘﾝ	 	
1	 近藤　龍徳	 岐阜第一高校	
2	 城　　幸弘	 日本大学	
3	 KIM YOUNG JIN 	 KOR	
6	 佐々木　海	 仙台商業高校	

	 大学＋高校 男子ﾎ ｲ゚ﾝﾄﾚｰｽ（24km）	
1	 CHOI HYUNG MIN	 KOR	 101p
2	 長江　寿也	 中央大学	 62p
3	 LEE GI SEOK	 KOR	 30p
4	 山下　一輝	 誠英高校	 16p
5	 土屋　壮登	 順天堂大学	 8p

	 女子ﾎ ｲ゚ﾝﾄﾚｰｽ（10km）	 	
1	 NA AH REUM	 KOR	 90p
2	 石井　寛子	 明治大学	 19p
3	 KIM BO HYE 	 KOR	 18p
4	 LEE HYE JIN 	 KOR	 11p
5	 柁原　　彩	 千原台高校	 5p
6	 沼部早紀子	 順天堂大学	 4p
8	 松本　世良	 倉吉東高校	 0p

	 高校男子ﾁｰﾑｽﾌﾟﾘﾝﾄ	 	
1	 日本　近藤･田口･山下	 	 1:06.263
2	 KOR	 	 1:07.418

	 女子ﾁｰﾑｽﾌﾟﾘﾝﾄ	 	
1	 KOR	 	 1:11.095
2	 日本　沼部･石井･松本	 	 1:14.294

	 大学男子4km団体追抜競走	
1	 日本　土屋･城･長江･穂刈	 4:35.928
2	 KOR	 	 4:37.669

	 総合成績	 	
1	 日本	 	 76p
2	 KOR	 	 74p

団体追抜のスタート 総合表彰

光明スーパードームでの開会式
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2007全日本チーム対抗自転車競技大会
学連が総合優勝！

［競技結果］
第3回全国ｼ ｭ゙ﾆｱ自転車競技大会

（2007/11/04 三重・四日市）
	 高校登録男子（54.0km）	
1	 野口　正則	 京都	榛生昇陽	1:21:33.908
2	 元砂　勇雪	 大阪	榛生昇陽	1:21:34.836
3	 笠原　恭輔	 茨城	取手高	1:21:35.233
4	 寺﨑　武郎	 福井	福井商	1:21:35.291
5	 小巻　和仁	 埼玉	川越工	1:21:36.006
6	 新井　翔太	 埼玉	川越工	1:21:36.336
7	 佐々木　龍	 神奈川	横浜高	1:21:36.645
8	 畑段　嵐士	 京都	北桑田	1:21:36.959
9	 西沢　倭義	 滋賀	北桑田	1:21:37.195
10	 大中　巧基	 兵庫	北桑田	1:21:37.215
		 高校登録女子（27.0km）	
1	 星川恵利奈	 香川	笠田高校	49:47.720
2	 武田　和佳	 埼玉	川越工高	50:27.192
3	 久保　浩子	 岩手	紫波総合	53:40.087
		 小学１･２年男子（2.4km）	
1	 関口沙輝斗	 神奈川	南毛利小	 6:18.209
2	 大西　秀典	 兵庫	小宅小	 6:20.994
3	 松永　悠希	 石川	片山津小	 6:34.877
		 小学３･４年男子（9.0km）	
1	 尾関　太伍	 大阪	山本小	 17:40.932
2	 橋本　悠吾	 石川	作見小	 17:42.602
3	 松本　峻典	 京都	南つつじヶ丘	18:08.221
		 小学５･６年男子（9.0km）	
1	 松本　祐典	 京都	南つつじヶ丘	15:42.226

第3回全国ジュニア自転車競技大会
奈良榛生昇陽が 1・2 フィニッシュ

［競技結果］
2007全日本ﾁｰﾑ対抗自転車競技大会

（2007/11/03 静岡・日本CSC）
	 ﾁｰﾑｽﾌﾟﾘﾝﾄ		

1	 学　連　土屋・石川・井手	 50.246
2	 関　東　市川・亀山・和田	 51.784
3	 実業団　下沖・小原・土谷	 51.666
4	 高体連　若松・山口・伊藤	 52.018
5	 中　部　無量井・米田・吉川	 53.451

	 4km団体追抜競走	
1	 高体連　高橋・岡崎・加藤・吉田	 4:40.032
2	 中部　川西・岸本・中島・井関	 4:49.179

3	 学連　白川・辻中・我妻・兼平	 4:40.831
4	 関東　柁原・柴田・巴・出澤	 4:48.175

	 250mﾀｲﾑﾄﾗｲｱﾙ	
1	 土屋　壮登	 学　連	 19.288
2	 若松　孝之	 高体連	 19.332
3	 和田真久留	 関　東	 19.576
4	 我妻　　敏	 学　連	 19.605
5	 中島　和夫	 中　部	 20.344
6	 出澤　拓也	 関　東	 20.452

	 1kmﾀｲﾑﾄﾗｲｱﾙ	
1	 巴　　直也	 関　東	 1:09.983
2	 下沖　功児	 実業団	 1:10.530

3	 川西　貴之	 中　部	 1:10.546
4	 石川　雄太	 学　連	 1:11.360
5	 岡崎　祥伍	 高体連	 1:11.857
6	 白川　　巧	 学　連	 1:13.274

	 女子500mﾀｲﾑﾄﾗｲｱﾙ	
1	 濱田　真子	 ﾊﾟｰﾙｲｽﾞﾐｽﾐﾀﾗﾊﾞﾈﾛ	41.450
2	 小野田祐子	 ﾐｿﾉｲﾚｰｼﾝｸﾞｻｲｸﾙ	 44.946

	 中学生500mﾀｲﾑﾄﾗｲｱﾙ	
1	 池田　圭汰	 伊東南中学校	 41.633
2	 浅利　洸佑	 飯能第一中学校	 46.940
3	 鈴木　康平	 元吉原中学校	 50.256
4	 御園井利穂	 興誠中学校	 50.351
5	 高城　里紗	 長泉中学校	 57.658

	 小学生250mﾀｲﾑﾄﾗｲｱﾙ	
1	 鈴木　奈央	 元吉原小学校	 28.328
2	 福田　　葵	 芝川小学校	 29.591
3	 三輪　晶子	 長泉南小学校	 30.467
4	 三輪　勇仁	 長泉南小学校	 38.927

	 総合成績		
1	 学　連	 	 15p
2	 関　東	 	 11p
3	 高体連	 	 10p

2	 野島　　遊	 大阪	茨田西小	15:42.236
3	 横山　航太	 長野	三本柳小	15:43.331
		 中学男子（27.0km）	
1	 山崎　開平	 神奈川	王禅寺中	44:10.683
2	 内山　巧崇	 静岡	南部中	 44:10.746
3	 新　　雄太	 埼玉	向原中	 44:11.240
		 高校男子（36.0km）	
1	 呉　　民守	 大阪	大阪朝鮮	1:00:14.967
2	 吉岡龍太朗	 長野	ウィザス	1:00:15.200
3	 吉岡　直哉	 京都	大谷高	1:04:31.980
		 小学１･２年女子（2.4km）	
1	 牧　　緋莉	 愛知	植田小	 5:34.673
2	 寺田　早希	 愛知	植田小	 5:36.814
3	 吉見はるか	 愛知	鶴城小	 6:02.587
		 小学３･４年女子（9.0km）	
1	 矢島果歩莉	 兵庫	荒川小	 19:42.206
2	 寺田　有希	 愛知	植田小	 20:06.915
3	 亀谷　美帆	 三重	一身田小	20:41.661
		 小学５･６年女子（9.0km）	
1	 浅田　愛理	 愛知	市木小	 18:25.062
2	 元砂七夕美	 大阪	松原小	 18:25.724
3	 城所　里彩	 愛知	矢作東小	18:25.989
		 中学女子（18.0km）
1	 岩出　愛未	 愛知	鷹来中	 33:20.845
2	 黒田　彩夏	 兵庫	江井島中	33:21.062
3	 福本　千佳	 大阪	豊中中	 33:21.482	
		 	 高校女子（27.0km）
1	 川上　千晴	 大阪	河南高校	54:38.387
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［競技結果］
第2回ｱｼﾞｱｲﾝﾄ゙ ｱｹﾞー ﾑ

（2007/10/26-27 ﾏｶｵ・ﾁｬｲﾅ）
	 ｻｲｸﾙｻｯｶｰ			 
1	 日本	 平野 　賢/田中 識史	
2	 HKG	 Lo Man Fai/Ho Wing Tai	
3	 THA	 Nopparit Buadum/Thunwa Naknava	
4	 MAS	 Md Zikri Bin Dahalan/Zulkifli Bin Senin
5	 MAC	 Chan Weng Keong/Lai U Hin
	 ｻｲｸﾙﾌｨｷ ｭ゙ｱ女子ｼﾝｸﾞﾙ
1	 Kuan Sok Mui	 MAC	 292.47
2	 Tsang Yu Sum	 HKG	 267.40
3	 Mui Ho Yee		 HKG	 260.63 
4	 堀井　和美	 	 JPN	 260.42 
5	 Vong Chi kei	 MAC	 239.82 
6	 Amporn Kaewjinda	THA	 235.97 
	 ｻｲｸﾙﾌｨｷ ｭ゙ｱ男子ｼﾝｸﾞﾙ
1	 Wong Hang Cheong	MAC	 322.46
2	 Yu Sum Yee	 HKG	 320.59 
3	 Ekkalak Khonchoho	THA	 259.01 
4	 芦田　史朗	 	 JPN	 256.93 
5	 Thanaporn Jantarasakha	THA	 255.13 
6	 Lei Fai	 	 MAC	 247.63

2007年世界室内自転車競技選手権大会日本代表選手団
			  大 会 名	 2007年世界室内自転車競技選手権大会
開催場所	 スイス・ヴィンタートゥール
大会期間	 2007年11月9日～ 11日		
派遣期間	 2007年11月3日～ 13日		
選 手 団
　監　督	 佐藤　康彦		
　コーチ	 濱田美穂子		
　選　手	 サイクルサッカー 	 		
	 木下　直也（大阪･金剛）
	 松田　　鋼（千葉･金剛）	
	 大野　和俊（神奈川･舞馬）
	 芦塚　正博（東京･舞馬）		
	 サイクルフィギュア 		
　　男子	 芦田　史朗（千葉･アンフィニ京葉）
　　女子	 宮崎　沙織（東京･東京輪球会）

第2回アジアインドアゲームズ日本代表選手団
				   大 会 名	 第2回アジアインドアゲームズ
開催場所	 マカオ・チャイナ
大会期間	 2007年10月26日〜27日		
派遣期間	 2007年10月24日〜28日		
選 手 団	
　ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞー 	 佐藤　康彦			 
　選　手	 サイクルサッカー
	 田中　識史（東京･いよかん）
	 平野　　賢（東京･いよかん）
	 サイクルフィギュア
	 堀井　和美（滋賀･京滋サイクルフィギュアクラブ）
	 芦田　史朗（千葉･アンフィニ京葉）

第2回アジアインドアゲーム
サイクルサッカーで優勝！

 本大会は、2年に一度開催され
るアジア室内競技大会で、（財）
日本オリンピック委員会から
の派遣となる。サイクルサッ
カーは平野、田中ペアが、2005
年第1回バンコク大会で優勝
した轡田・橋本ペアに続き2連
覇。初参加のサイクルフィギュ
アは、残念ながらメダルには届
かなかった。
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ツール ･ド･おきなわ 2007
宮澤が２連覇！

２連覇の宮澤（写真提供：ツール・ド・おきなわ協会）

［競技結果］
ﾂｰﾙ・ﾄ゙・おきなわ 2007

（2007/11/11 沖縄・名護他）
	 男子ﾁｬﾝﾋﾟｵﾝﾚｰｽ（200km）	
1	 宮澤　崇史	 長野	NIPPO-M.	 4:54:00
2	 盛　　一大	 愛知	愛三工業	 4:54:02
3	 新城　幸也	 沖縄	NIPPO-M.	 4:55:16
4	 広瀬　　敏	 JPCA	愛三工業	 4:57:25
5	 飯島　　誠	 JPCA	ANCHOR	 4:57:56
6	 増田　成幸	 千葉	MIYATA	 5:00:44
7	 普久原　奨	 沖縄	OKINAWA	 5:03:01
8	 福島　康司	 JPN	 NIPPO-M.	 5:03:01
9	 佐野　友哉	 大阪	ﾏﾄﾘｯｸｽ	 5:03:59
10	 福田　真平	 神奈川	MIYATA	 5:05:50
				   	 女子国際ﾚｰｽ（85km）	
1	 HUANG Xiao Mei	HKG	Pro Cycling	2:28:40
2	 萩原麻由子	 群馬	鹿屋体育大	 2:29:56
3	 山島　由香	 大阪	あさひR.	 2:30:30
4	 真下　正美	 神奈川	Global R.	 2:34:04
5	 西　加南子	 千葉	ﾊﾟｰﾙｲｽﾞﾐ	 2:37:30
6	 I, Fang Ju	 TPE	National	 2:38:09
7	 針谷千紗子	 栃木	作新学院高	 2:38:09
8	 早坂ありさ	 宮城	鹿屋体育大	 2:38:09
9	 Ma Su Fen	 HKG	Pro Cycling	2:38:10
10	 川又　千裕	 鹿児島	鹿屋体育大	 2:39:14
				   	 ｼ ｭ゙ﾆｱ国際ﾚｰｽ（130km）	
1	 野口　正則	 京都	 	 3:34:40
2	 入部正太朗	 奈良	 	 3:34:40
3	 青柳　憲輝	 栃木	法政大学	 3:34:40
4	 平井　栄一	 神奈川	横浜高	 3:34:40
5	 清水　　峻	 大分	日出賜谷高	 3:34:42
6	 青山　裕矢	 香川	石田高校	 3:35:14
7	 小巻　和仁	 埼玉	 	 3:36:41
8	 一丸　尚伍	 大分	日出暘谷高	 3:36:41
9	 六峰　　亘	 大分	日出暘谷高	 3:36:41
10	 早川　朋宏	 愛知	名城大附属	 3:36:41

　 今 年 で 19 回
を数え、毎年多く
の参加者が訪れ
ることで人気の
ある「ツール・ド･
おきなわ2007」
が開催された。
　 11 月 11 日
に 行 わ れ た 男
子チャンピオン
レース（UCI1.2）
に は、19 チ ーム
94 名 が 出 場。
結果は最後に宮
澤崇史（NIPPO
梅丹）と盛 一大

（愛三工業）の一
騎打ちとなり、宮
澤が盛をゴール
スプリントで制
し大会初の二連
覇を飾った。
　また女子国際
レースではホン
コンのHUANG 
Xiao Mei が 萩
原を抑えて優勝、
ジュニアでは野
口がゴールスプ
リントを制して
優勝した。
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第43回全日本学生新人戦東日本大会
（2007/10/14 神奈川・平塚）
				   	 男子ｽﾌﾟﾘﾝﾄ			 
1	 荻原　英文	 群馬	中央大学	
2	 安福　洋徳	 奈良	早稲田大学	
3	 小川　海斗	 三重	早稲田大学	
4	 　　　棄権･空位
5	 一戸　康宏	 埼玉	法政大学	
6	 澤口　大和	 宮城	早稲田大学	
				   	 男子1kmﾀｲﾑﾄﾗｲｱﾙ		
1	 石川　雄太	 秋田	順天堂大学	 1:09.97
2	 川本　琢也	 岡山	法政大学	 1:10.60
3	 羽田　信吾	 山梨	富士大学	 1:11.56
4	 奥原　亨	 神奈川	 中央大学	 1:12.67
5	 光永　祐太	 熊本	中央大学	 1:13.08
6	 田中　真士	 山形	東北学院大	 1:13.31
				   	 男子ｹｲﾘﾝ			 
1	 紅谷　晃二	 香川	日本大学
2	 金子　泰久	 福島	日本大学	
3	 神　　勇大	 埼玉	明治大学	
4	 井手　龍太	 鹿児島	 順天堂大学	
5	 齋藤　将太	 群馬	東北学院大学	
6	 菊池　信治	 岩手	富士大学	
				   	 男子4km個人追抜競走		
1	 石田　正樹	 青森	中央大学	 5:03.25
2	 浅田　勝利	 東京	東北学院大	 5:06.95
3	 山地　大介	 香川	順天堂大学	 5:14.42
4	 半田　信頼	 千葉	順天堂大学	 5:17.37
5	 出口　洋平	 長野	信州大学	 5:19.01
6	 加藤　哲史	 東京	順天堂大学	 5:21.69
				   	 男子ﾎ ｲ゚ﾝﾄﾚｰｽ（24km）		
1	 湯浅　　徹	 千葉	明治大学	 29p
2	 土屋　壮登	 埼玉	順天堂大学	 23p
3	 榎本　剛士	 和歌山	 日本大学	 17p
4	 越海　誠一	 大分	日本大学	 14p
5	 市山　　研	 神奈川	 明治大学	 14p
6	 巴　　直也	 神奈川	 中央大学	 13p
				   	 女子ｽﾌﾟﾘﾝﾄ			 
1	 福島　麻実	 熊本	順天堂大学	
2	 安藤　有希	 東京	立教大学	
				   	 女子500mﾀｲﾑﾄﾗｲｱﾙ		
1	 福島　麻実	 熊本	順天堂大学	 39.06
2	 田中　　舞	 東京	立教大学	 42.80
3	 古川真理江	 長野	信州大学	 42.88
4	 安藤　有希	 東京	立教大学	 43.92
5	 平舘　美輝	 岩手	法政大学	 44.21
6	 高崎　則子	 東京	東京大学	 47.22
				   	 女子3km個人追抜競走		
1	 田中　　舞	 東京	立教大学	 4:27.34
2	 古川真理江	 長野	信州大学	 4:27.95
3	 平舘　美輝	 岩手	法政大学	 4:41.26
4	 高崎　則子	 東京	東京大学	 5:16.66

競技大会
結　果

大会名、チーム名等については略して記載

第43回全日本学生新人戦西日本大会
（2007/10/14 滋賀・大津）
	 男子ｽﾌﾟﾘﾝﾄ			 
1	 小西　悠貴	 京都	立命館大学	
2	 山田　純也	 岐阜	朝日大学	
3	 吉田　匡志	 福井	朝日大学	
4	 剱持　　草	 京都	大阪産業大学	
5	 松原　智徳	 京都	同志社大学	
6	 善本　航平	 大阪	関西大学	
	 男子1kmﾀｲﾑﾄﾗｲｱﾙ	
1	 横関　裕樹	 岐阜	朝日大学	 1:09.66
2	 大場政登志	 埼玉	朝日大学	 1:10.90
3	 佐藤　康彦	 大分	京都産業大	 1:12.90
4	 安部賢太郎	 山梨	朝日大学	 1:13.42
5	 杉山　暢克	 京都	京都大学	 1:18.66
6	 鳥井　大輝	 京都	京都大学	 1:19.46
	 男子ｹｲﾘﾝ			 
1	 大橋　庸平	 三重	朝日大学	
2	 多田　義孝	 香川	京都産業大学	
3	 白崎　孝紀	 京都	同志社大学	
4	 尾田　将智	 大阪	朝日大学	
5	 小林　勇介	 高知	立命館大学	
	 男子4km個人追抜競走	
1	 武田　直也	 新潟	朝日大学	 5:03.33
2	 植田　一生	 香川	朝日大学	 5:05.96
3	 中村　弦太	 広島	京都産業大	 5:12.30
4	 海老瀬将太	 京都	同志社大学	 5:12.45
5	 福田　高志	 大阪	大阪経済大	 5:13.13
6	 二階堂尚志	 大阪	関西大学	 5:15.26
	 男子ﾎ ｲ゚ﾝﾄﾚｰｽ（30km）	
1	 鵜川　大輝	 香川	立命館大学	 44p
2	 大西　周太	 兵庫	中京大学	 43p
3	 岩崎　庄平	 京都	同志社大学	 30p
4	 木守　　望	 和歌山	京都産業大学	 28p
5	 松井　　響	 京都	立命館大学	 -4p
6	 浅海　　哲	 埼玉	朝日大学	 -17p
	 男子ﾁｰﾑｽﾌﾟﾘﾝﾄ		
1	 朝日大学　大場・山田・横関	 1:42.47
2	 立命館大学　鵜川・小西・松井	 1:45.42
3	 朝日大学　吉田・大橋・安部	 1:46.34
4	 龍谷大学　西城・難波・嶋田	 1:54.77
	 男子4km団体追抜競走	
1	 朝日大学　武田・植田・井関・横関	 4.45.20
2	 中京大学　浅井・大西・高橋・南	 4.56.35
3	 京都産業大　木守・佐藤・川島・多田	 4.57.72
4	 同志社大学　岩崎・松原・熊坂・森井	 5.06.55
5	 関西大学　松永・善本・殿本・二階堂	5.28.03
	 女子500mﾀｲﾑﾄﾗｲｱﾙ	
1	 前田佳代乃	 兵庫	西宮高校	 40.10
2	 石井　　愛	 京都	花園高校	 44.41
	 女子ｽﾌﾟﾘﾝﾄ	
1	 前田佳代乃	 兵庫	西宮高校	 13.90
	 女子3km個人追抜競走	
1	 石井　　愛	 京都	花園高校	 4:36.48
	 女子ﾁｰﾑｽﾌﾟﾘﾝﾄ		
1	 石井･前田	 	 	 1:26.51

MTBｼﾞｬﾊﾟﾝｼﾘｰｽﾞJ3 木島平 XCM
（2007/10/20-21 長野・木島平）
	 XC ﾏﾗｿﾝ Elite Men（64km）
1	 大江　良憲	 山形	ﾁｰﾑﾎｼ/	 3:43:59.60
2	 松本　　駿	 長野	TREK	 3:56:24.00
3	 斉藤　　亮	 長野	CROSS∞	3:58:04.91
4	 山田　拓郎	 長野	ｻｲｸﾙﾏｲﾝﾄﾞ	4:02:29.12

5	 竹谷　賢二	 千葉	Specialized	4:06:53.71
6	 鈴木　雷太	 長野	BSｱﾝｶｰ	 4:50:07.11
7	 平野　星矢	 新潟	ｱｳﾄﾄﾞｱ校	4:57:04.93
	 XC ﾏﾗｿﾝ Elite Women（64km）
1	 丸山八智代	 長野	VooDoo	6:28:21.76

全日本実業団ｸﾘﾃﾘｳﾑ in 南紀
（2007/10/21 和歌山・白浜）
	 BR-1（90km）		
1	 橋川　　健	 福島	ﾏﾄﾘｯｸｽ	 2:07:36
2	 辻　　貴光	 京都	ｼﾏﾉﾚｰｼﾝｸﾞ	 2:07:36
3	 廣瀬　佳正	 JPCA	ｼﾏﾉﾚｰｼﾝｸﾞ	 2:07:37
4	 浅野　和成	 神奈川	ﾊﾟｰﾙｲｽﾞﾐ	 2:07:37
5	 廣瀬　　敏	 石川	愛三工業	 2:07:38
6	 西谷　泰治	 愛知	愛三工業	 2:07:46
7	 三船　雅彦	 JPCA	ﾏﾄﾘｯｸｽ	 2:07:46
8	 大内　　薫	 JPCA	ｼﾏﾉﾚｰｼﾝｸﾞ	 2:07:47
9	 小室　雅成	 埼玉	Comrade	 2:07:47
10	 飯野　嘉則	 東京	ﾊﾟｰﾙｲｽﾞﾐ	 2:07:47
				   	 BR-2（75km）		
1	 永山　貴浩	 大阪	大阪産業大	 1:50:23
2	 下村　英男	 大阪	ﾅｶｶﾞﾜAS	 1:50:23
3	 村上　幸完	 大阪	Zippyﾀｹｳﾁ	 1:50:24
4	 山崎　　潤	 神奈川	ﾃﾞｭﾌﾟﾛ	 1:50:24
5	 峰尾　智明	 愛知	BREZZA	 1:50:24
6	 外勢健一朗	 愛知	ﾀﾞｲﾊﾂﾎﾞﾝｼｬﾝｽ	1:50:24
7	 福原　洋介	 東京	ﾁｰﾑﾘﾏｻﾝｽﾞ	 1:50:24
8	 上阪　卓郎	 大阪	TACURINO	1:50:25
9	 大永　剛志	 兵庫	ﾄﾗｸﾀｰRC	 1:50:25
10	 福田　貴之	 奈良	Zippyﾀｹｳﾁ	 1:50:25
				   	 BR-3（60km）		
1	 河野　　拓	 千葉	ﾊﾟｰﾙｲｽﾞﾐ	 1:28:38
2	 猪又　　靖	 北海道	ｸﾗﾌﾞ ｼﾙﾍﾞｽﾄ	1:28:39
3	 宇井　賢司	 福井	TACURINO	1:28:39
4	 山入端尚吾	 沖縄	ﾀﾞｲﾊﾂﾎﾞﾝｼｬﾝｽ	1:28:40
5	 中原　茂樹	 千葉	ｵｯﾃｨﾓ	 1:28:40
6	 大竹　　剛	 大阪	ｸﾗﾌﾞ ｼﾙﾍﾞｽﾄ	1:28:40
7	 飯島　一信	 山梨	CORSA	 1:28:41
8	 足立　洋介	 愛知	ﾁｰﾑGiro	 1:28:42
9	 遠藤　　優	 千葉	ｵｯﾃｨﾓ	 1:28:42
10	 荒木　広一	 大阪	ﾁｰﾑｱｶﾏﾂ	 1:28:42
				   	 女子（30km）		
1	 青木　房江	 千葉	VOLCA	 50:32
2	 戸井麻里子	 埼玉	なるしまﾌﾚﾝﾄﾞ	50:32
3	 小池摩知子	 福井	BALBA R.	 50:32
4	 菊池　裕子	 岐阜	ﾌｨﾄﾝﾁｯﾄﾞRT	 50:32
5	 岩田　知夏	 兵庫	 -	 50:34
6	 圓道　泰子	 福井	BALBA R.	 50:35

MTBｼﾞｬﾊﾟﾝｼﾘｰｽﾞJ2 日本CSC XCO
（2007/10/27-28 静岡・日本CSC）
	 XCO Elite Men
1	 竹谷　賢二	 千葉	Specialized	1:54:58.95
2	 柴田健太郎	 大分	Specialized	1:58:23.67
3	 橘田淳一郎	 東京	ﾕｷﾘﾝ	 1:59:04.09
4	 畦地　利哉	 岐阜	e-Bridge	2:06:08.17
5	 久保　伸次	 京都	 foobar	 2:07:44.25
6	 鈴木　祐一	 神奈川	Rise-Ride	2:08:57.72
7	 霜山　誠一	 福島	 	 2:09:57.70
8	 合田　啓祐	 香川	ｸﾙｰｽﾞ	 2:10:35.86
9	 横山　　徹	 神奈川	XARU	 2:11:20.38
10	 須藤　大輔	 千葉	VOLCA	 2:12:03.82
	 XCO Elite Women	
1	 中込由香里	 長野	SY-Nak	 1:59:09.55
2	 山本　佳苗	 岡山	BMC	 2:16:20.55
3	 笹本　みき	 山梨	Splash/GT	 -1lap
4	 森　　桃子	 愛媛	SHOW☆	 -2laps
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	10 月	16 日	 平成 19 年度第 6 回広報部会	 於：東京・日本自転車会館 3 号館 3 階　
		 19 日	 第 1 回未登録者レース検討委員会	 於：東京・日本自転車会館 3 号館 3 階　　
		 21日	 平成 19 年度第 2 回シクロクロス小委員会	 於：東京・日本自転車会館 3 号館 3 階　
		 21日	 JCF ナショナルデレクター指導者講習会	 於：熊本・熊本競輪場内会議室
		 24 日	 平成 19 年度第 5 回ジュニア強化育成部会	 於：東京・日本自転車会館 3 号館 3 階　
		 24 日	 第 2 回アジアインドアゲーム日本代表出発	 於 :マカオ・チャイナ（帰国→ 28 日）
		 26 日	 2007 年第 3 回ロード競技部会	 於 : 栃木・宇都宮
	11月	 3 日	 2007 年世界室内自転車競技選手権日本代表出発	 於：スイス（帰国→13 日）

連盟の動き（10 月中旬〜 11 月中旬）	

Ⓒ（財）日本自転車競技連盟2007本紙掲載の写真、イラスト、ロゴマーク、ロゴタイプおよび記事の無断転載を禁じます。
※本誌「シクリスムエコー」定期購読をご希望の方は編集事務局までお問合せください。

＜ JCF オフィシャル・サプライヤー＞

＜ JCF オフィシャル・スポンサー＞

シクリスムエコー No.144 　 2007年11月号
　　　発　　　行／財団法人日本自転車競技連盟
　　　発　行　人／岩 楯 昭 一
　　　編　集　人／加 藤 　 昭
　　　編集事務局／財団法人日本自転車競技連盟事務局
　　　　〒107-0052 東京都港区赤坂 1-9-3 日本自転車会館内
　　　　TEL03-3582-3713　FAX03-5561-0508　http://www.jcf.or.jp/

2007ジャパンカップ・サイクルロードレース
日本代表選手団

			  大 会 名	2007ジャパンカップ・サイクルロードレース
開催場所	栃木・宇都宮市森林公園		
大会期間	2007年10月28日		
派遣期間	2007年10月26〜28日	
派遣選手団
　監　督	フレデリック･マニエ（JCFナショナルディレクター）
　コーチ	三浦 恭資（JCF強化コーチ）
	 藤野 智一（JCFロード競技部会部会員）
　メカニック	 齋藤 健吾（JCFロード競技部会支援スタッフ）
　マッサー	 中島 康仁（JCFロード競技部会支援スタッフ）
　選　手	飯島 　誠（JPCA･ブリヂストンアンカー）
	 畑中 勇介（東京･ブリヂストンアンカー）
	 内間 康平（沖縄･鹿屋体育大学）
	 村出真一朗（鳥取･順天堂大学）
	 十時 正嗣（東京･早稲田大学）

2007年ACCアジアカップ・マレーシア ラウンド日本代表選手団

大 会 名	2007年ACCアジアカップ・マレーシア ラウンド	
開催場所	マレーシア・クアラルンプール	
大会期間	2007年11月23日～ 25日	
派遣期間	2007年11月20日～ 27日	
派遣選手団
　監　督	フレデリック･マニエ（JCFナショナルディレクター）
　コーチ	阿部 良二・福田 公生（JCF強化コーチ）
　マッサー	柳 　浩史・酒井 　修（JCF強化スタッフ）	
　メカニック	 森 　昭雄・鬼原 　積（JCF強化スタッフ）	
　スタッフ	 田畑 昭秀（JCF医科学スタッフ）・浜田 俊作（通訳）
　選　手	伏見 俊昭（JPCA･福島）・渡邉 一成（JPCA･福島）
	 永井 清史（JPCA･岐阜）・北津留 翼（JPCA･福岡）	
	 倉野隆太郎（JPCA･愛知）・飯島 　誠（JPCA･BSアンカー）
	 盛 　一大（愛知・愛三工業）・角 令央奈（兵庫･鹿屋体育大学）
	 大森 慶一（JPCA･北海道）・佃　 咲江（北海道･北海商科大学）
	 和田見里美（鳥取･中京大学）・石井 寛子（埼玉・明治大学）
	 沼部早紀子（栃木・順天堂大学）

'07-'08UCIトラック・ワールドカップ第1戦・第2戦日本代表選手団

大 会 名	2007-2008UCIトラック・ワールドカップ・クラシクス第1戦・第2戦
開催場所	第1戦 オーストラリア：シドニー 2007年11月30日～ 12月2日
大会期間	第2戦 中華人民共和国：北京 2007年12月 7日～ 12月9日	
派遣期間	2007年11月25日～ 12月10日	
派遣選手団
　監　督	フレデリック･マニエ（JCFナショナルディレクター）
　メカニック	 森 　昭雄（JCF強化スタッフ）
　マッサー	柳 　浩史・石田　宗男（JCF強化スタッフ）
　随　員	青木 　勇（JPCAコーチ）： 第1戦 シドニー
	 永田 　学（JPCAコーチ）： 第2戦 北京
　スタッフ	 田畑 昭秀（JCF医科学スタッフ）・浜田 俊作（通訳）
　選　手	伏見 俊昭（JPCA･福島）・渡邉 一成（JPCA･福島）
	 永井 清史（JPCA･岐阜）・北津留 翼（JPCA･福岡）
	 大森 慶一（JPCA･北海道）・飯島 　誠（JPCA･BSアンカー）
	 盛 　一大（愛知・愛三工業）・和田見里美（鳥取･中京大学）

国民体育大会 10 回出場表彰
小笠原　豪（青森）・辻浦　圭一（奈良）
長野　耕治（愛媛）・普久原　奨（沖縄）

2008 北京五輪 男子ロード参加資格枠獲得
男子ロードレースは、2007 年 UCI アジアツアー・国ラン
キングで2位となり、UCIオリンピック参加資格制度により、
男子個人ロードレース参加資格枠 2 名を獲得した。

JCF 事務局 人事異動
　平成 19 年 11月 1日付　
　　　選手強化部 部長　三浦 廣信 → 林 富士夫


